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内国郵便約款新旧対照表 

※下線部分は改正部分 

現    行 改    正 

 （後納料金の支払方法） 

第５０条 料金後納とする郵便物（以下「後納郵便物」といいます。）の料金及び特殊取扱の料金（以

下「後納料金」といいます。）は、当社の指示に従い、当社の指定する預金口座への振込の方法に

より支払っていただきます。ただし、内容証明料は、郵便物差出しの際郵便切手で支払い、又は郵

便切手による支払に代えて郵便料金計器又は郵便料金証紙自動発行機による印影を表示した証紙

を提出していただきます。 

２ （略） 

 

 （事業所に設置する料金計器による料金計器別納） 

第５９条 料金計器又は郵便料金証紙自動発行機を設置する事業所に差し出す郵便物（当社が別に定

める郵便物を除きます。）は、第５４条（料金計器別納）の規定によるほか、次項に定めるところ

により、料金計器別納とすることができます。 

２ 前項の規定による計器別納郵便物は、料金額（規定の料金額に不足するものについては、不足料

金を含みます。）に相当する現金等と引換えに交付する料金計器又は郵便料金証紙自動発行機によ

る印影を表示した証紙を、当社が別に定めるところにより、郵便物にはり付けて、その証紙に表さ

れた日に差し出していただきます。 

３ 前項の規定により差し出された計器別納郵便物には、通信日付印を押印しません。 

 

 

（注１）・（注２） （略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （事業所に設置する料金計器の証紙による料金支払） 

第６０条 当社が別に定める料金又は手数料を支払う場合において、それを支払うべき事業所が、料

金計器又は郵便料金証紙自動発行機を設置する事業所であるときは、郵便切手又は現金等による支

払に代えて前条（事業所に設置する料金計器による料金計器別納）第２項に規定する証紙をその証

紙に表された日に提出することができます。 

 （後納料金の支払方法） 

第５０条 料金後納とする郵便物（以下「後納郵便物」といいます。）の料金及び特殊取扱の料金（以

下「後納料金」といいます。）は、当社の指示に従い、当社の指定する預金口座への振込の方法に

より支払っていただきます。ただし、内容証明料は、郵便物差出しの際郵便切手で支払い、又は郵

便切手による支払に代えて郵便料金計器による印影を表示した証紙を提出していただきます。 

 

２ （略） 

 

（事業所に設置する料金計器による料金計器別納） 

第５９条 料金計器を設置する事業所に差し出す郵便物（当社が別に定める郵便物を除きます。）は、

第５４条（料金計器別納）の規定によるほか、次項に定めるところにより、料金計器別納とするこ

とができます。 

２ 前項の規定による計器別納郵便物は、料金額（規定の料金額に不足するものについては、不足料

金を含みます。）に相当する現金等と引換えに交付する料金計器による印影を表示した証紙を、当

社が別に定めるところにより、郵便物にはり付けて、その証紙に表された日に差し出していただき

ます。 

３ 前項の規定により差し出された計器別納郵便物には、はり付けられた郵便切手を消印する場合を

除き、通信日付印を押印しません。 

 

（注１）・（注２） （略） 

 

 （事業所に設置する郵便料金証紙自動発行機による料金計器別納） 

第５９条の２ 郵便料金証紙自動発行機を設置する事業所に差し出す郵便物は、第５４条（料金計器

別納）の規定によるほか、次項に定めるところにより、料金計器別納とすることができます。 

２ 前項の規定による計器別納郵便物は、料金額（規定の料金額に不足するものについては、不足料

金を含みます。）に相当する現金と引換えに交付する郵便料金証紙自動発行機による印影を表示し

た証紙を、当社が別に定めるところにより、郵便物にはり付けるほか、郵便料金証紙自動発行機を

設置した事業所の指示するところにより、その証紙に表された期限日までに差し出していただきま

す。 

３ 前項の規定により差し出された計器別納郵便物には、はり付けられた郵便切手を消印する場合を

除き、通信日付印を押印しません。 

 

（注） 第２項の当社が別に定めるところは、郵便物（荷札又はこれに類する物を含みます。）の表

面の左上部（横に長いものにあっては、右上部）にはり付けていただくこととします。 

 

 （事業所に設置する料金計器の証紙による料金支払） 

第６０条 当社が別に定める料金又は手数料を支払う場合において、それを支払うべき事業所が、料

金計器を設置する事業所であるときは、郵便切手又は現金等による支払に代えて第５９条（事業所

に設置する料金計器による料金計器別納）第２項に規定する証紙をその証紙に表された日に提出す

ることができます。 
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（注） 当社が別に定める料金及び手数料は、次のとおりとします。 

   １ 別納郵便物の料金 

   ２ 郵便物（点字内容証明の取扱いをするものを除きます。）差出し後の請求に係る配達証明   

料 

   ３ 内容証明料（点字内容証明の取扱いに係るものを除きます。） 

   ４ 内容証明謄本閲覧料 

   ５ 代金引換取消料及び引換金額の変更料 

   ６ あて名変更料及び取戻し料 

 

 （特定記録郵便の取扱い） 

第１３４条 （略） 

２ 特定記録郵便とする郵便物（以下「特定記録郵便物」といいます。）を引き受けたときは、事業

所において、差出人に郵便物の受領証を交付します。 

３ （略） 

 

（注） （略） 

 

 （特定記録郵便物の差出方法） 

第１３５条 特定記録郵便物は、事業所において交付する用紙に差出人の氏名その他事業所の指示す

る事項を記載して差し出していただきます。ただし、その事業所が必要がないと認めた場合は、こ

の限りでありません。 

２ 前項の用紙は、特定記録郵便物を差し出そうとする事業所（当社が別に定める事業所に限りま

す。）の承認を受けて当社以外の者が作成することができます。 

 

 

 

 

 

 

（注） （略） 

 

 

 

 

（注） 当社が別に定める料金及び手数料は、次のとおりとします。 

    

   １ 郵便物（点字内容証明の取扱いをするものを除きます。）差出し後の請求に係る配達証明  

料 

   ２ 内容証明料（点字内容証明の取扱いに係るものを除きます。） 

   ３ 内容証明謄本閲覧料 

   ４ 代金引換取消料及び引換金額の変更料 

   ５ あて名変更料及び取戻し料 

 

 （特定記録郵便の取扱い） 

第１３４条 （略） 

２ 特定記録郵便とする郵便物（以下「特定記録郵便物」といいます。）を引き受けたときは、事業

所において、差出人に郵便物の受領証を交付します。 

３ （略） 

 

（注） （略） 

 

 （特定記録郵便物の差出方法） 

第１３５条 特定記録郵便物は、事業所において交付する用紙に差出人の氏名その他事業所の指示す

る事項を記載して差し出していただきます。ただし、その事業所が必要がないと認めた場合は、こ

の限りでありません。 

２ 前項の用紙は、特定記録郵便物を差し出そうとする事業所（当社が別に定める事業所に限りま

す。）の承認を受けて当社以外の者が作成することができます。 

３ 特定記録郵便物は、前２項の規定にかかわらず、郵便料金証紙自動発行機を設置した事業所の指

示するところにより、その郵便料金証紙自動発行機を使用して差し出すことができます。この場合

において、その事業所は、前条（特定記録郵便の取扱い）第２項の規定にかかわらず、特定記録郵

便物を受け付けたときは、差出人に郵便物の受領証を交付します。ただし、その受領証は、差出人

がその事業所の指示するところに反したときは、その効力を失います。 

 

（注） （略） 

 

 

 

   附 則（２０２６年１０月９日 2026-日郵業第０１７９号） 

 

 この改正規定は、２０２６年１１月２日から実施します。 
               
 

 

 


